
1S109 招皐鱈

匡療における放射綿隋害と防護
招待講演 （新潟大医） 酒升邦夫

I l8 じ｀ぶ 1て

放菊喜這；房分辟て'•最も多く利用、9 れでいる。こ爪Jょ放紺禽ヵ＼亙癌旦虹て屑益があ 9
J痕気の衿莉ゃ甜沼 a 上でか季租j ~ c;\手餃研，て 1‘ ゐ↑でのである。し力‘し訊噂 l= 13 
生~ Jてと） ？狂l t,扉月もふる。幻癌...l:."'利用J;ふ·いても，紅黙 a こ K.,iJJ:,ゞら膚慮窃龍対
第；克今J~払q`｀ら1)!、和｀ふる。
”珈0, □ /\a"3 ，放i疇雌立瑞がらみると靡中囀ふ叩叶峰誓と

I~ 大別、9 り。井甜年叫3 響でJ渭庫嗜貸生ドししうい｛直があリ、商倉＾童円凡が焉冷 1: 比例
り a 。 0 Jt)酋ゃ茂層＂急性豆 I, J食 1t笞がこ此J~属 3 う。一t,碓申的也習 1: JJ:し、9 い 1直
I~ 砕 e り｀，稗麿袷詑遭）忠疇もtt伶Il ぅ｝としtれていゐ，急ぇ＂と廃）島ヵ｀こがJ？広
if ~. 
本譲浪て＂J~』幻噂酋靡の市で最も歿 1')釘ヽゞ 0 もたれていゐ脊嘉 0)匂足b ：とリあ,j，五

舟分舒マ．．＾これ且＾捕幻樟 0 樅李；絡戸 a 。 a た五i賽...1:. "'}□ ふ吠；疇（あ綿骨 v
ベル）と衿莉（i瓜も慕星レベ9)レ）}~大牙Jし，そがそ‘•い混念｝：ぶ＇ゥ這わ汀見沿昂。基本的
げえ方；登淫し沿 X I‘ と思ぅ．

TI. 幻舟被囀 1：が，？い幻瑾冷嘉
1 沿襄即身拉登況

(1) 租麟見． a 為令
紅て＂ l3 放叙棗嗜の対象が，應.t這鳶： 13)3戦足、う小て 1｀ゐ。しがし四中世秘以上前

01 防ィペにJJ: J他J過過j;,j),~疇手餃.If iしが｀ Tてこと力‘ら，ぅ苅溝，2 いろいろ 7ぶ疾見．の沼舟
l：刹用々れ？ぃ r, 。ヤれ応”か＾疾舟・J: -定の紺舟効果？み Tでのでふ 3 j,‘．．，沿舟食も年月；
ヽ娃でヵ‘ら，これら＾沿舟鳥為にJ3 溌嘉手雌ぅ 1‘: y)>,．．達 9 、ケかうこどと冷，た。

Co叫如。心n と1)。Q£ OI 報告J~ぶ 3 と，）q 3$' 年より lq吋年 0 1月 1, イギ｀リスてつ渦ぽ療
（平均繰骨 3-,2 ll.ad) ~受ir た強盈滋春様菱患者 14ぷ5位這辟詞歪し豆ぺ紘業』四2名の包
血秦心出 3 がでいゐ。こか）な訪遣o. 4~名のq5 1音にあたj I 統計学的肴急差がある。
旬疇以外で）な，甲杖腺嘉J吝L嘉，哩液腺腔鼻がど｀が放船煮象疇 K ぶ，で誘発されううこ
とが Hemp成man n.ら (lq 95) そ a i也q調査で明らヵ‘I~,: diていゐ．
怨愛て｀．Ji}』)砂8午分ら 1q 91 年 I~ ヵ‘l)' てJ末升P l？ぷ 17 ~放釦線発嘉につ\\て a 棄液アンケ
ート詞釜を史抱した。そ a 締妥 133 施談ぶ＇）囚洛が｀ふリ』哀•i遠息、照叙浚の放如俄発鼻と
思われ 3 羞倒分• ISO 伶ば計tれ rて。甚礎涙衷． 1, JがJ町訊稔（ 5り）』白癬ゃ；＂など｀の
汲膚疾舟 (23 メ）分、象い。袂発汎 I~)~ 戎）嗜鼻（ $I 倒）が浪も＄＜ J下I)月誇嘉 (42例）』喉
麟 (l"l例）がこれ 17)焚 1 ヽて＂ ＼ヽゐ。虹 la • 6 ：呼が，平均午令J~夕3．アオであ., rて，潜謹
叩最廷 2 午がら最長 62午J,及びJ和勺 2ア午と独めで表ぃ。

さがいく Iでお
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(2) 恥這瘍のt易合

急性鹿島遺鰭恥委l"3 る麟（ second ~!埒 nan cyと呼ぶ）に）よ） ；知
ぶうt~麟尋か｀ ;; ii\.る。 3 なれ h J ①券r た 1て）主じ‘r::疱嘉ガ』やれとも最初サしの再発ゎ‘
の鰤1 が困難店こと1fふる。② l つ＾羞濯息した人に 1}. i芭＾疵 1: 直，患•しや 3,、素因
＾ふうこと疇走 3 小？いゐ。従~ ?,賊、gP襄団」発j出リスクと一搬人 D a ゼれと紅t戟
L てお麟口渭尤；；うごと）：：）ぶ）贖妙ぷる。③哀紺食舟．の為釦比較み｝と）叩疇
tヵ‘` §い。
Second ma0;dnanッに灼 3 うこ爪 3 ていの詞査町究ぜ）3 1 伶肉鹿直疇紅'a a籾ゥ

町さ酪嘉のリスク的忠＆る<.,‘ど亙知ら爪 2 いゐ• L がし Bo i ce ら（疇） Ol ｝喀嘉放如辞
沼揖冽 31 i a I qるを対象どした長涛9 1：れ rでん大残汗葵 r3 頼］ゑて｀ Iな 9 〈3 年あ a h 危．の滑 bO J'J'.な 11
遺院~ r,I'¥.'Z 11 る。iた恥ca.々an l̀,ら (I⑪0) 0 ポジ・＼ ｀ぷ痣を対象どし 1で？月広＇似，
向血嘉 n 増加）がみらかるぶ'』:が）2 lt営喪冷斉Im芹月？爪「で慮合 I? 限定 5 れ 2 19 る。放珀
釈請畢琥？‘9 ）な B 血痣0\噌 bb l紐孔 2 ぃ r3 い。悪．性腔鼻の放珈線洛飛げ、—倣 1~ s;ooo 
へ 6,000 /'tad R よ＇ぶぶ犬哉量が局沖的 17 賠、 9）寸 lウがるが，：0\ d:うTJ場合J7 8 白血寂爵加）な涎2
らナ8 いと芳ぇてぶさそうで｀ふる。
饂パう-, Tて前言？吋訊ァンケート朗糞ず 13 / second ma的 nan ッ直えられる

症 9’l が｀％山t I! ti',た。：：小うもとた，各げ、i汀項 17.み Ir る Second m砧｀8nanc の
囀｝該tたとこみ 9 m、濱 I~ 遣履釦＇ん9 叶鵡＼‘必，も血知·ぶ 6次紅
171 [)ス？ぷ増加しがいと、ヽぅ甜兼て応B., rC 。
2 衿莉紳、9寸と発’烏
mmm寸 1: ぶる発焉＂朽l としで，知 a噸麟 I~~~ 祝長発庄が‘Macken3,'e (Jqぶ

）そ a l也 1で d つで報舟 3 れ 2 いゐ。透栓韓の増幻と共 n 乳嘉租叶ふよること臼繍
さか？ Iヽる分．， こ a 鶏合 I汀伍、＂1 と 1;)- し‘~ ?も人工負粉）？坪う透ネ兌ずあ 9 ，平均袴嘩緑
舟）ぶ l,600RIてばして 1ヽゐ．兌応衿莉紅9 a 戯盈．に 13 ふ？ Iな＆らがい 4 0 2‘•ある．
それて｀料，戎 rュ遠．叶ず＾診‘莉照射. J~ぶ，？溌羞 a りスク）3 息 3 みて｀ふろうが。こ a 、点

I~)句 l ?)3 1 郎）b 診莉被叫と小防 b 匈店ン o)釘i糸ぅ槌l 八‘K Ste 心a /l.tら a祁号そふぅ迅悠
綿［（ IO II. ad 以下） a 衿詞競如 I？ぶ，？脊嘉，手分増心し rでと、ヽう明らヵ‘T} 註恥2 3もら爪で
ぃ Ta い。

3 放射統発嘉のリス 739 足 1直
研、も節発戒のリス？ n ）灯して 13))目袴的 1; 牲瓜｀のふ渭桟）釘 I~ d',て，そパ駿位瓦•発

表され？ l9 る。）国連計学李易合 (UNSC EAR) Jq'7'J年報舟ぉよな呵膚ぅ海、瑯防謹象象会（
IC灼）加告叫 (lq 99 年） R ぶ') ~,Jス 7 推足傷；名）表 I? 示り。

皿亙蒋被濾 a 窃翡
1 放り璃樟磨粒言夏0,甚オ届討
叩袢的私響遺乳3) 被瀑禽いししういi逼；超え沿い 3 ら 1: a 3 ：とてか‘,9 れるの
で，tt阜玲溶易であゐ．しがし雅率的素渭で）な）いか）：似翁をて｀.Ji ~ても 1P.iがしヵ‘o 危険
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を伴うこと R.,.ぶみのて‘`)兌全冷防止）直難t'ふる。 1奇者＾ p填這ぇ方 R)さ』伶紐l益’胡

枡 (Cost- 6ene｣,ｷt anciQysis )"兌食が導入され 2 いゐ。
ICRP か｝砕、綿防翡 01 、とし？茨のミ原則這噛 L ? I店。弓なゆり，①心‘り

竹為（関瑾叫；件う）も）その嗜入が正吐ゼフ°ラスの利益 2 屯↑べらうのていなりれ｝ぶ』
採用して）かtぶりない(.iE紅）） ®すf\" 7 遠繕沐》経済的おさび社砂要因を力為、 I~ 入
如げら，心理的に立威で’＼うみ痕り瓜 <1呆たい lj Cf\.）わから芍い（希必化），®叡 lつ対
召る、＂ “1i，本易合がそかわ亀｀心吋逗疇し●●漬b 告 3 る彰度を超えて）3 ならない（線
がl p良），と述べられて I I /o)。亙癌被晶，： ！2, 締骨制浪ゅ談定マれていないが’）正当化と
最ふじ0\ ~ ~'} J“令 3 べ、うこと分漑廊れ 2 ぃる。

2. ；瑾疇疇 9）る隋含粉翡
咋象讀による発嘉 o 争伶＇げ明らヵ‘)で 9；；る I? ，i¥\.,哀況森舟、 1：四硫m囀叩又

）さ次第 r 減少し、現在で'12 防殊 rぃ怠釦限定 3 れて 1ヽみ。ふ応。以にあ K 9 て ,a, 専 n
蒙 17 ~ ~必砂 r2 正当氾＾手1 莉バ｀知·ふみ．
息畔知辱象嗜、心 l3) 一般J7利益が狂l 益｝大、'<亥鴛~~.哀ッ籍忍·o 晶

令ドじt戟みると，ふ所燐這t 13 大しテい)J'、放如、痒発瓶＾紅這，：：少 9よ 1 、と犬えら此
る。し力‘し{t掌舟iらとの 4井用 I~(}, でそ＾リスクが増ヵI)り｝り艇投分｀示吸 3 れ豆）』今
唸｝＂に栓討湛 9 ぅ松がり沿。

3. 衿訊釘l寸）：ぶ• I9 う mm[ 
放紺翁衿汀這年著 L ぃ進歩直匁，＆這＜噌及みる晶立った。抵話ら＾詞査にり·汎

Iが．，叩門 K お Ir みの直＾ X綿桑も~7互門）釘 34，唸0 万凪 R も立してみ＇＇），韮 l 人
みたり年）旬和の 3)3 以..l:_ OI X 綜巌約印う,() ti'¥ 2 ぃうこどに 9バ）。 10 年前＾麹直 1: it較りる
と）韮数)~)~ 1r 謹r.増加しで、ヽゐ。個々 a 緑先ぷたリの綿舟，2 微量乙'‘ふると）よ 1‘ え』：れ
灰｀り回数乃くなみJ;: I 集団 lっ対み｝登屑，a 倍．？見t'、r.,.;, 、も“となゐ．正当 1l. (田羞ふ応
(JI手I 狗）と最函ft_（椒 9f,ゃ稟舟痕ヽ｝‘のたぁ直叩戌）が洩捐、9 ハ｝ゅえん 2‘｀ふ｝。
餃沼う 1さ、魯＾〗）輝衿 l: 9 I｀げl 益廂 ”"I 夕 11, h 紘舟、午令芥～ 3しオで｀辺1五遺

失 a ヵープ’ぶ交叉り｝とした。ぶ令W'l i',-,.利益り'x 、9 く）考午脅l 2" 1} 玲失ヵ‘吠 3 くなる。
こ＾テ｀._ yが・差 n 泳，て） B 否且芍汲〗'iJ,t-l号令う好J9、も穿粒潰委象含，，，ら』臀忠森＾対象 1 令
；やオンx ..l:..とみぺしと a 力r告心J A た。tがし雌濠島均ヵ，·. ~ =,ーカメうがら l,1. I句冷
l：度｝と）褪峰禽"I 1~~ I/co 1~ 涵‘少み 3 ので、利益と操失 a 交史、§.、 )2 ao 才首滋,:'tJ ~。
窃なれらl. 1.)日痔均炉’噌及 3 か）i I ~0 才 r• も；；島盗の）＜＇う、／ 1 9 と八 a ：と 1: 沿る。
誇詞訊917 -, 1｀ての利益蔽失絣莉 I~ I ii研茎町釘りでも｝式みらtf\..< \I ゐ．しがし B 偽0)

"扮逸にぷ＇？紅這畔直＾；；｝えJa ，主沿＆ d 主籾約 9ぶ 9&店判莉J三甚っ‘`<し‘とお‘紗い。
勾をふ 1象誇莉治叶謹ぅ｝泥今J 1 ~戸’・ふ遣ゑ洛 a適応、＂ ｝朋釦し』ー並遺負舛
る a 中？＂ ＾り立魯っ‘'りを誰立り 3 バ｀専逗ら迅？ \I ~。

（泰考文祓］
(1) 通溝袢夫／也；汲卯癖沼飛凌の発’が・ん）？南 3 a 住ヽ周詢ゑ応綬）月年凸放合言，t·41, 糾ー泣
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, lq81. (2)酒井莉夫他；放取象靖と発鳥，紅砕年6, ~6S-86 'l, l't 81. (3) Cou社一
Brt o ぼ n) 可． M.'). DoQQ, R. : Mo几ta Q;むfRoれ Cance/t andotkeん causes afteん/tad;―

ot~Ql'r.a.11/和遠舟s',n&- sp on<Jy飼 s.· B砥． Med. J. 2 、 13 ..27- IB2J 1 q 6夕．（4）

Boice,J. D. et aQ. • Leu gem;a ;II.心omen f遺o心 ',ng hadiotReka ry知 ceん v:­

凶 cance 1t. J i.er1ッeah §遺 oか upof an 1,I'¥,teII. natronaQ s-tudJ. JNC 1 65 
, II S -12q, 1q80. (5) Macken8’'e J r., • Bneasナ Cance 几 §olIo心in8 muQti『釦§如o­

/to S'CO P),es. 13/1;t. J. Cance々JC!, I - 8", I q 6｣'. (6) S-t e 心a /t.i, A. et Cle_ ;'Ro.d,'a.t1f)I'¥.. 
do,e effects,n' 心妙tto 几to o砥心；c.. X-竺^'1s avid c紅 d RoodCanceII.S. 
L&i l'I Cl?t- I, 11 S'~、 1 '1"90. ~)棉片誰他；す今昔碑 X 綿いぶiリス？ a 雄え，唄 I 報滅灼日放
，衿約件殺和i‘ひ遠栓件数 1;"') 1‘?, 9 本五放合訃·心， 88S-3q?, lq泌．（8）飯訊追；
曾某裕 a か1 益t冷失， r. 牧命と危戌， B 卒ゑ泣含誌•37, II oq -I I 21, 1/.l Y~. 

（困む］
茅 I 表：汝珀絹内わ島のリス 7 謹走逢
(I ttad 当') 10 6 人当') Q発生半）

がんび誇苓食 UNSCFAR ICR P 
(Iqゥ年） ()'1'9"1年）

白血病 It -.l.~ 20 

肺鬼 2S - so 20 

乳巌（”生） 60 25 

帝腫為 2 - 5" 5 

因渭晶 25 

印奴｀腺批 5 - lS 夕

その進 ~ 2S so 

合計 120 100 
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2S108_ 放射能現象U凶疇—メスバウアー介紅/::.り細」や冠 純バ疇：
招待講演 （東京忍P江丈学理弓抑） ほ野博蓼

化学危 9こ幻て原瑾lit,知澤知祖象て'’ある僚狂竜子t紅紀する中IIJ'て｀，J狂あるか｀：名の軍が切
まりにサ岳丈て＾あって曲釦わない堂表怜なもりて‘'しかなく）茄加能現象切れわれに大きな工え I互’—泳
這4戻してはくれた ,rれビも，せの大き U エネルキ'-の中えにこまか1化冷択態の差ヒ lJ全：珠0 四< K息
われ 111つ釈ある。し力9 し，僚打亥求笈現象にヒもなう化ゲ杖啄，の物畏，j'れが国ずも多くの知知｀＇届戻 l墳
”"渇紅5 れ77 ある。 1)
郷縦現象叫‘砂約9陀吼噸れ細のな刀9臼，む岬噸4'fさり紐も，瞥名な奏1.''/6I メス／ I`｀ウ 7
惰鯰1J和如— 7 t言，てかI 1JI：立句か滋祀対象,i,'に静的な,(じ砕｀懇に 7L9 ての知易t71#なり
ず，曾nり瓶‘恥妍況 l淘\I? 7 あるようずある。メスパウ 7 ー初良の祖宛fJI•り考えれば，＇勤的心狂‘屈への
知孔枷9J次のようにケ応｀． 3 よう．
1) 締紐｀慇7]1'絃遷釦訟匹いこし狂I 困 l 1 象紐｀低 n森する毛0).
2) メスバウ，，— m遷移にょ，てう If a 及応蒻砂吟れ‘応啜化を釦もの。
3) メズ I I' ウ 7 遺紐｀追渇者戎象咄1バ 01過程としらへ｀’3 もの。
）ス下 k 紐むれの(9’Jtぁ m 、tt介しよう。

2. 僚打紐‘知案勤
メス／ドウ 7 ースヘ°7 /-1叫，釦跳杖浪すなわちメズ／ 1内ウ 7 ー核 1 紐と全くう If';/
心‘知｀｀輝Jりれる(7J丸釦幻ふ繹這るが五西なJ o ◎―十
2. t釘砕ぷ砂釦叩＇募 複数這紐｀底~;すいわゆ逗釦（ケ） ［ぃl
邸紐lさう＜やかれが 1 るか＇，f..釦 l和9 /l道(U環 9嚢紐直臼含むもの

叫直項l叩‘力／心枷如:;~:~e::’':? ;ヽ‘, In釦瑾和04ル◎C=c可呻咋ユーロヒ°ウム Euふ心ぅに紅四9 てお＇ヒfeIIIJ屁＇ヒ E；＇のI炉釦知 (C)l乙c`
知K のおこ 3“ 1] 1、あり． このどうな必なメスがウ 7 ーケ紐 l4 た啜有釦＂あ a 。

Fe'認。5(:I{Jr：。：ごご：）：竺':：ご竺A t:），；［芯ごれら 3t,りだ匁’;9/‘＇盆2.: [ 一令［

喜言言l言］言`:]]1.：且宣言I：とるt(]t(4) : 
3 た、シ｀ 7,レキ I レビ'7ェロセ：：：：ウムt五 (e) ずJ'i, /!l}.z.のように、緩和ス＾°クト : A12 ••• 100k 

ルを元？す‘追加年9rgが示し、キ屑比啜化叫ぅ釦岬炉＃均化t L 1.名反 3 90, • •,．．忍
8. 90.or........六

告 2 れてい 3.6) ..:ぷ．．てヒぞ'`｀｀：篇―ぷを季むと：；ヒ；るし4 :;:].9•-.. ヽ、i、30:k ::] ..I\rf•曹 ・11. 99k 
てり：力1；叙（II），叙（／ll）化合物がも多くのイタリがある。 さ 26 2 >..•: .... ::]、 .. • ’··.ダ・・ 19.,l ' \••, ¥ • 

ズヒ°傘翫'{可らかの紛J可硯象にチり店畑叫9 て萎 : ：碕 ·．・・．．．．．：．••••• • ·‘. 200k 19 1 •2口9 0,0 古 290 3:。
、ピす 3 か、 およがあ:,; ~.k--オ紅飩秒と倍わずに琴 :~: :d ぶ．．．．．．．．·ヽ·•• •... :、. ｷ. .. :.、.. : Veloc ity/mm ゞ＇ 団 1
回砕 l 'Z知 93 必ながあク，釦如々均合刃面ヒ la :: :: : ‘......:.. :••:.. - 70k 

乱メズ 11，ク 7- ス＾°?砂 9ざ組初な屈え紐逗1妥 L 'Z. i; ょ ・:......`.. : ｷ.:ｷ • R 

ぶ：／ょ臼：9enて）よdp::'fこに烹｛芯：；」 ：］。一，卜9/0 9 10 20 30 (e)IR□ lR CzH5.GH7 
さの かちとレ 団 2 veloci1y/n.•9n s•I 
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され,て \.I“')'
2. 3 芦;仮存す心量 7ェロセンある VI l ＃策稲フェロセ I ! 9al •’`··,J.~..f. 9.. :•知．．、ぶ'`.~K.’:: .. :9;9: 

”プのf盈（f, g) li, l93 のよう鴫釦＂は 7ェロセン（'Fe")を，沿釦 1オフェ ,9. :.: •:: 

リジニウ 4 （厄’"）を 1：：科行するこし力 I'易出されてし1 3:,8)::. "'祐含／3, 紘和スヘ゜ 99. 
クトルカ1,Jrとめられなりこヒ1)Jら，邸｀原 1旬の移行 I＃紅く邸｀屁が知 L フ ，9．['ぶ‘冤.. 乏•.,;·，;,\.9._.1•;,•',9又：祝'、99:·::
贅和溢笈芳4けす 3 ものと免ぇか中J。このこヒ 1絃／臼心釦Ir狂甜9に
珈 3 分ナ 01 幻｝亀叙｛珈地店｛とヒt l扇 l ぼ祐紐るへ｀さもが｀｀あろう。 •9.. •9....o 99 可

3. 固和7.ヽが幻這｝l／ 1:紅釦紅ヵ 団 3 "'ー’"'-••9,

頑畔‘怒追相から袋担への移行もいく 7 カ9パ苅厄も 7 tみ合があ, I ょ • • 
く知られて lI 枷 1滋伍ゃ如叫栢刀叩。前届 l屯釦 I呼直L ~“畜'•(H3Clz)2 心·,.I3
¥ I J念衿ヒりうこtか'7."3, ¢紅紐菜炉 11•項j~が12 9 L 旺謡相ヒりうこし
かぼ｀＇ 3 る•こ0)Jうな担案応｀｀／；釦餞的知lびメス／ 1’ ウァー金及訊鐸
L滋度 1-:.及映され a 1}1：怜農叶I'<'. L 'Zアセ't 1レ 7 ェロとソ追合ものヘ.,}う。9)
遺 1名幻 B臼津 I戎“.l:昇I::ヒも 1丑的 L, 釦の和向 2 む砕＜tJ. L〉 I#
ふす 3 刀9’, 19 41＝平すJう 12 7 セ't 1レ 7ェロセン／＃紘奏 C3夕9K) 近くでくU況'
紐？璃`1 する．ーケ，メズ I ドウ 7 ースヘ°？卜 Iレの綿 r如困夕のようにこのう必
紐ふt知たしせ臼めJ.ぼ知£をイlt l~ した X 綿項屯陪朽の為度箋化へ移戻.,,, c;, 
1，錢食｝追Irb疇灯 3- 7 疇la的なグ這知叩るこt 1JI平和,J/4., 団 4 100 200 T /K JOO ,oo 

メス／ 1方クアーのデ＇ータヒーも2 す 3 。

今｝暉1J冷｝の店パげ、ちながらt5 3 a の1Jヽ‘紐r生紅釦釦＂あ 3 カ 1：油
知心＞ i心 L~み即鐸 Iふ l く甜＇ウする。杓口“'を羽約 L t..モデ I レ 、

Io) 屡゜．9
か冷オみ素マト＇J、.,クス中 1一入れt,, 7 ェロ乞 v?) -J- 1乞担当む涙於か1 7.ヽ、あJ 1)ヽ： 岳 O.Jこの北令 l2 1 さ緩和スヘ‘? I- Iしが見られ，｛麟 I2惰l2” 1J 9ヽるヒ灸えられ 3 ． ど。」一
7:r. P tづ房導缶＇［追加恥しI< 7 1) 1”必 l辺みられ 3 ように，）取恥砂 100 200 JOO 

てある程度の逸りた自由度1) 1｀ヤ想？れ今力妥~l り戎ふもむ：されるかも L .J,iな 団 5 TIK 

::•[I□□□'6ko3k 

し 1 。

4. 全刃がい遣沼初巣
メス／,~ウ 7 ーネが紅J-o. viた 3 3 1"疇t絨麟孤知

侭をも 7 t易念 1さ新L 疇＃稽1)J‘む灯J. こ4'I l ift名房のエ
江ヤ｀ーに1- J紛ケ的なわ釦秘碑遥I2，メス／ 1' ウ 7 -
紅をフ°p -7., ヒ L て習 3，四砂釘麟釦む籾Ir生
を 5 ぇ a 。 多＜の ”Co 化含拘や”’”ぷn 化令初12 7 (1 2 、名
程の生如（讀屯そ1}）、いパり 3 1Jヽ ’,9) メス II ｀ウ 7-祠
臼叩匹蒋咋噂釦炉°れ 3.
たヒえ lが，這irt”と弁哉'C.o''I化ク初中 1- t記棧 c" 出す‘3
喰の知lr紐Iす莉叩魏緩卸スヘ°クト Iレを現 L 姜む9 こt
砂，t釦拐 1-=-{fぅ靡移irt·ラし｀ n ，レの佑衣｀1/1'涅と坪， また
)g 6 の；うにマトリックスを啜ぇ7.'it支メス／1' ウ 7 ースI\° .15 •IO -S o 5 10 19 .10 -5 0 5 10 

|,,  9,.  | 395 r,,  :ｷｷ. 

クト Iレ狂彩（て，かなクた嘩凶も＄む向砂な訊甜界
V[LOUT9/ー ,•I 匝］ 6 VELOCIT 『Inns4

鐸瑾程か＇和呼J:9) さら 1= B5加綺 (I.,1戎対和）哨芝メス／1’ ウ 7 -グも‘な逗印/? if, Jつ紐印な知
ぃ、`4易うわる 1‘｀あろう。

1) たとえば，’郎和年ク6毎度妹沈祠豚麦総合研究{A)籾告（言泉題租忍022, S研00孔9). .2.)C. T. ])z iobk心k;,J. T. ll'r-ob紬，．

z>. 8.Bn,wn 、 lno"J, Chem. 2 ク、 671(/99/). 3) W. H. Marri函Jr., V.N, Hendr,'ck.J"on, J．（加m ． Phyr．坑函 {/9クs), ク） I． Hotola匹，

M.Wafana/,e, H.Sa..屯 chem. L、tt. /9'l8,$"13. 5) S.liJ","ma., /.Ho砂ama., H, S心u., 8L<I/. ChR"1. Soc Jpn. SJ, 3/Pll {I ,,l?o). 

、) S.IU'i巫， R． S必必， /.Moわjの巫， H. Sa....,,,釦（/, Che"'. [.。c. Jpn ，砂，／3ク»{/'ftrl). ク）Y. Haecla, H, 0珈'o, YT心aflu',..,4,

chm. Lett. /9『2, 943; Y.Mae必．，N. Ts血“”‘•• Y. T迎Kas加“4, Ch窃． Phys. /..e,t. 1?8',.z歿（I，，J'zJ. 8) R. H.q: Roberts, 

J. S,'lvey, J. Ory吐9mctal. (h紐・ Z吋， 3紅｛I紆/). 9) K.Sa.to, M.Konno, H.S必包 Chcm. Lett. I9 『.Z,.f/'l. I~) T.C.ti-i'bl,, 

J. Phys. c: Sol、.4珈fヽアhyJ. ?, zヽユ7 {Iクク¢). 11) H.s”o、J.応“'・必ふ＾I. ch邸． 36, 109(I9クク）j Y SaI(ai, K．已oio, fl.タQM.t),

如l/.CheM. 5ヽ C. Jpn.o, I3／ク（／9fo)iタサ，J597{ f99/).
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